




 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デイケアのリハビリ風景 

 

食事や更衣、排泄や整容・入浴な

どの応用動作や、身の回りの管理や

遂行能力、人間関係作りなどの社会

適応能力の回復を図るために作業

の実施や助言・指導を行っていま

す。 

さかい幸朋苑には 4 種類の浴槽

があり、自宅での入浴に向けた評

価・介入を段階的に行うことができま

す。食事の場面では環境調整だけで

なく、様々な自助具も揃えてあり、現

在の状態に合った動作方法や道具

の提案を行うことができます。 

 

作業療法士(OT) 

 

起居・移乗・歩行・段差昇降など、

基本動作の回復を図るために運動

の実施や助言・指導を行っていま

す。 

バランス機能の改善として、屋内

での運動よりも屋外での運動が効

果的とされる中で、さかい幸朋苑に

は広い屋外敷地だけでなく、建物の

構造として長いスロープや 4 階まで

続く階段があり、転倒予防に向けた

応用的な歩行練習や筋力・持久力

を兼ねた運動をより効果的に行うこ

とができます。 

 

理学療法士(PT) 

さ か い 幸 朋 苑 

●理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の 3 職種

が様々なご利用者の支援を行っています。 

●定期的な評価に基づき、一人一人に合った運動

や自主練習の提供を行っています。 

●必要に応じて自宅訪問も行っており、自宅環境の

調整や動作確認も行っています。 

 

リハビリテーション会議を行っています！ 

リハビリテーション会議とは、様々な職種の視点から、ご利用者様の心身

機能を評価した結果を共有し、達成したい目標の設定や、リハビリの進捗状

況について確認を行います。また、日常生活で困っている課題の解決に向

けた話し合いを行います。会議には多職種の参加があることから、複数の

視点による支援方針の検討が可能です。その他、デイケアの医師が参加し

ていますので、薬や病気のことなど、ご利用者やご家族が不安に思われて

いることを、より詳しく聞くことができる機会にもなっています。 

対象となる方は要介護の方です。利用開始から 6カ月間は毎月行い、6カ

月以降は 3 カ月に 1 回のペースで行います。 

スロープ歩行 入浴評価 

ご利用者様、ご家族、

医師、療法士、介護

士、ケアマネージャ

ー、訪問リハビリが参

加しました。 

会議の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

●失語症のため通所サービスで他のご利用者とのコミュニケーションが取りにくい方。 

●同じ失語症の友人、仲間をつくり、コミュニケーションを楽しみたい方。 

●代償手段を使ったコミュニケーションを練習したい方。 

●買い物や趣味活動など生活に沿った練習をしたい方。 

口腔ケア 

 

口の動きが低下すると、栄養不足、脱水、肺炎、会話の減少に繋がります。また、介護度が

低い方は特に口に関することに気付きにくい傾向にあります。 

口の集団体操、定期的な嚥下機能検査、歯科衛生士または言語聴覚士が個別相談を行い、

ご利用者の【健口】を保つことを支援します。 

口腔機能向上加算 

集団での会話訓練 

口の体操 

 

 

失語症特化型短時間通所リハビリ≪げんごろう≫ 

 

 

食べる、飲むなどの口腔機能面、会話などの言語機能面、 

そして認知機能維持に向けた訓練、助言、相談を行っています。 

また定期的な食事評価を実施しています。 

こうほうえんは全国的に数少ない 

【言語聴覚士の所属する介護事業所】です。 

言語聴覚士（ST） 

口腔評価リハビリ 食事評価 

失語症の方は、脳血管疾患などにより「聴く・話す・読む・書く・計算」することに難しさを生じます。 

【げんごろう】では、失語症の方の①機能（言語機能訓練）、②活動（実用的なコミュニケーション練習）、 

③参加（外出訓練）に対する支援や家族相談を行います。 

買い物練習 こんな方にお勧めします！ 

外出訓練 


